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子供の意見を聴く

施設長　吉田　幸雄　　
立春が過ぎ、温もりにも意志が感じられるようで少しずつ春の兆しを見せ始めたかな、と思っていたらまたも大雪で期待を裏切られています。しかし、いよいよ弥生三月です。着実に春はそこまでやってきています。「一月は往ぬる、二月は逃げる、三月は去る」というように年が明けてからのこの時期は、行事も多く、季節の移り変わりや万物の芽吹きも併せて、とても早く過ぎていくように感じています。３月は卒業のシーズンで旅立ちの時でもあり、生活が大きく変わることから、なんとなく感傷的な気持ちにもなります。子ども達の変化や成長を見ていると本当に時の移りの速さに驚く思いがします。話しかけても何も答えないでその場を離れていたＴ君が、今年はもう高校を卒業して社会人になります。今は苦手である人とのコミュニテーションを取れるように意識しながら大きな声で挨拶や話しかけようとしています。小学生だったＲ君やＲさんは遠くから遠慮しながら「園長先生」と呼んでいたのが、今では「園長」「じいちゃん」です。にこにこと笑顔で学園の子ども達の中で一番最初に声をかけてくれたＹさんは、今年は中学校を卒業して高校生になります。幼児だった子どもたちも小学校の中学年です。この４，５年は子ども達にとってはとっても密度の濃い、大切な時間だったのだろうと思います。

今、人が人として成長し、存在するために生まれながらに持っている権利を子供にも保障されるべきである、ということが言われています。それは、「生きる、守られる」受動的な権利と、「育つ、参加する（主張する）」能動的な権利を保障することであり、その大切さを改めて見つめ直そう、ということです。「アドボカシー」という言葉があります。「意見を言う。意見を聞いてもらう」権利のことです。「子供の意見を聞く」というと、「子どものわがままを許す」「子どもの言いなりになる」との誤解を生みますが、大切なのは「子どもの意見や考えを聞くこと」であり、その考えや判断が間違っているのであれば、説得するのではなく納得できる説明をし、考えの修正を求めていくプロセスを大切にしていくことです。信頼できる大人と子どもが時間を共有しながら子供にとって何が一番その子にとって最善なのかを一緒に模索していくことが大切なのだと思います。それは、子どもたちの自己肯定感につながり、「子供が育つ」ことの基礎にもなっていくものだと思っています。「子ども」を「子供」と表記することがあります。「供」という字は「身分の高い人に恭しく捧げる」という意味を有し、大人の共有物としての価値観がありました。しかし、子どもたち一人一人が何物にも代えがたい、かけがえのない存在として考えなければなりません。ですから、子供の意見を、門の中がよくわからず耳をそば立てる意味の「聞く」ではなく、尋問して問いただす意味を有している「訊く」でもなく、傾聴する、真っ直ぐに耳を傾けて「聴く」ことでなければならない、と思っています。「大人は、誰も、はじめは子どもだった。しかし、そのことを忘れずにいる大人は、いくらもいない」（サン＝テグジュペリ『星の王子様』）

３月は「別れの季節」です。学園から二人の子ども達が卒園し、社会人として巣立っていきます。彼らの大いなる未来に幸大きことを祈っています。そして、コロナの終息もまだまだ見通せませんが、「ワクチン」が少しでもこの閉塞感から脱却できるカンフル剤であることを祈っています。
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　ご厚志　ご寄贈など　感謝申し上げます（２月１日～２８日）
　（ご芳名もれをお許しください)
ビクトリア観光　様　　コープさっぽろ　様　　ダイナム岩見沢店　様　　日本児童養護施設財団　様
　カーブス岩見沢店　様　　株式会社ワイティーエス　様　　　駒沢看護専門学校　様
光明寺　様　　河内　克彰　様　　太田　米良　様　　一木　直美　様
コープ子育て支援基金えほんがトドック　様　　
今日も元気に外遊び！


休日は少し遠くの公園にも行き楽しんでいます☆








２月２日は節分！体育館でミニゲームをしたり、紙芝居を見たり、みんなで豆まきをして過ごしました。ミニゲームでは小さいボールを使ってボールあてゲームをして楽しみました。


豆まきの時には、大きい声で「鬼は外、福は内」と言いながら豆をまき、最後の副園長先生のお菓子まきは、みんなで一生懸命好きなお菓子をひろって楽しんでいます。


豆まき後は、豆やお菓子を食べて大満足です。





一日を大人と子どもとで一緒に楽しもうと、前もっての支度から一緒に取り組み臨んだ、お楽しみ会当日。前もって考えていたのとは違った形になっても、歌い踊り、飛び跳ね、追いかけ追われたりと、楽しく汗を流した一日となりました。美味しい食べ物に満たされながらも夜ご飯もモリモリ食べる子ども達の姿などからは、共に過ごした大人としても、大切なことを感じ得ることが出来た一日でした。　





Ｒさん誕生日会


2月17日はＲさんの16歳のお誕生日。当日はドーナツとタピオカでお祝いをしました。同年代の女の子が集まると、自然と学校の話題や思い出話に花が咲いて大盛り上がりです。ドーナツを分け合う際には主役なのに周りに気を配ってくれ、Ｒさんの優しさで心温まる誕生日会となりました。Ｒさん、お誕生日おめでとう！(^O^)





Ｎさん誕生日会


　２月２８日はＮさんのお誕生日でした。昼食時にマクドナルドを食べて、中高生の女の子で集まり、お祝いしました。みんなでハンバーガーなどをおいしく食べた後は、ハッピーバースディの歌をうたい、プレゼントを渡してお祝いです。Ｎさんが待ちに待ったプレゼントで好きなキャラクターの筆箱やコップ、ヘアトリートメントなど早速使うと嬉しそうに話しています。


Ｎさん１７歳おめでとう！ステキな１年にしてね！





Ｆくん誕生日会


20日にＦ君7歳のお誕生日会を小学生低学年メンバーで行いました！！�みんなでマックのハッピーセットを食べてその後はお菓子パーティと称し、大量のお菓子を囲んで楽しみました。7歳の目標を聞かれみんなからの注目を浴びた時には恥ずかしくなってニコニコしながらポテトを頬張るだけのかわいらしいＦ君でした（笑）今回も感染対策で園内での開催となりましたが最後には6年生たちも仲間入りして終始賑やかムードでした。








カーブス岩見沢店様より


沢山のご寄贈をいただきました


ありがとうございました








　今年はコロナ対策でお菓子づくりができず、プラ板のキーホルダーを手作りしてプレゼントしました。


　男の子の好きなキャラクターを調査し、プラ板が上手く焼けないといったトラブルがありながらも最後まで丁寧に作り、女の子たちみんなで頑張りました。　完成するとそれが達成感になったようで、男の子達からも「手づくりなの！？」「すげぇ…」という声がちらほらと聞こえ、誇らしげな女の子たちです(








３月行事予定


3日（水）　　ひな祭り


6日（土）　　新篠津高卒業式


8日（月）　  新篠津高振替休日


 12日（金）　　光陵中卒業式


　　　　　　　　保護者懇談会（新篠津髙1年）


13日（土）  　光が丘学園「卒業を祝う会」


 16日（火）　　駒沢幼稚園修了式　　


19日（金）　　南小卒業式


24日（水）　　新篠津高、岩農修了式


25日（木）　　南小・光陵中修了式


2６日（金）　　お別れ会


27日（土）　　誕生日会





※「卒業を祝う会」につきましては、今年度も施設内で子どもと職員のみで規模を縮小して実施致します。








Rくん誕生日会


昨年もコロナの影響で職員の手作りカツカレーを熱望していたR君。今年も感染症の危険性を考慮しながらですが、何とか一年越しの願いを叶えるべく、今年は分厚いカツ丼を炊事さんの協力を得て、何とか完成させる事が出来ました。好きなケーキを選び、好きなおやつを食べ、ボリューム満点のかつ丼には満足してくれた様子です。Rくん、来年は中学生だね。これからも大きく成長出来るよう、頑張っていこうね。誕生日おめでとう。














